
　外来種を使わない　生物多様性の保全のための

　地域性種苗による緑化･樹林化

地域の生態系は、長い期間をかけて微妙なバランスのもとで成立しています。

地域生態系の保全のため、自生種、さらには地域性系統の使用が求められています。
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私達はこれまでの現場と圃場での長い経験を通して、自然・植物から多くを学んできました。得られた知見を
活かし、技術を磨き、人間の手で壊してしまった生態系の回復のために、できることから進めています。

緑化草種選定過程

圃場発芽試験 採種増殖試験現地緑化試験

　自生種種子入り土のう袋
　　　　　　　400mm×600mm
　自生種種子入り完成土のう
　　　　　　　300mm×500mm×100mm

種子入り植生土のう
NETIS　HK-110002-A

　  自生種種子入りマットL-2　　1.0m×5m
　　自生種種子入りマットM-4 　1.0m×10m
　　自生種種子入り厚層客土袋植生マット

種子入り植生マット
（木本成立エリア保持型）

森でタネ拾い タネから育苗小学生と
地域の森から
タネを採って
苗木を育て、
森づくりを

種苗生産過程

種子採取
苗育成圃場播種

植樹


